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日本サッカー殿堂 Japan Footbal l  Hal l  of Fame
「日 本 サ ッ カ ー 殿 堂」は 2005 年 5 月 27 日、日 本 サ ッ カ ー ミ ュ ー

ジアムにオープンしました。日本サッカーの発展に尽力した功労

者を掲額し、彼らの功績を永久に称え、顕彰しています。

The Japan Football Hall of Fame was opened on 27 May 2005 within the 

Japan Football Museum to recognise those who made contributions to 

the development of Japanese footbal l  and to preserve their  

achievements for years to come. 

2016 年 第13 回掲額者13th Japan Football Hall    of Fame Inductees (2016)

全掲額者（73 人、1 チーム）  J a p a n  F o o t b a l l  H a l l  o f  F a m e      I n d u c t e e s

※2016年9月現在／ 50音順　As of September 2016/the syllabary order

浅見 俊雄 ASAMI Toshio

今村 次吉 IMAMURA Jikichi

岩谷 俊夫 IWATANI Toshio 

牛木 素吉郎 USHIKI Sokichiro

内野 台嶺 UCHINO Tairei

大谷 四郎 OTANI Shiro

大畠 襄 OHATA Nozomu

岡野 俊一郎 OKANO Shunichiro

小城 得達 OGI Aritatsu

奥寺 康彦 OKUDERA Yasuhiko

小倉 純二 OGURA Junji

小澤 通宏 OZAWA Michihiro　

落合 弘 OCHIAI Hiroshi 

鬼武 健二 ONITAKE Kenji

小野 卓爾 ONO Takuji

Marius Johan OOFT  （ハンス・オフト）

賀川 太郎 KAGAWA Taro

賀川 浩 KAGAWA Hiroshi

片山 洋 KATAYAMA Hiroshi

金子 勝彦 KANEKO Katsuhiko

鎌田 光夫 KAMATA Mitsuo

釜本 邦茂 KAMAMOTO Kunishige

川淵 三郎 KAWABUCHI Saburo

川本 泰三 KAWAMOTO Taizo

Dettmar CRAMER  （デットマール・クラマー）

島田 秀夫 SHIMADA Hideo

篠島 秀雄 SHINOJIMA Hideo

下村 幸男　 SHIMOMURA Sachio

Zico　（ジーコ）

杉山 隆一 SUGIYAMA Ryuichi

鈴木 重義 SUZUKI Shigeyoshi

鈴木 良三 SUZUKI Ryozo

髙田 静夫 TAKADA Shizuo

高橋 英辰 TAKAHASHI Hidetoki

高橋 龍太郎 TAKAHASHI Ryutaro

竹内 悌三 TAKEUCHI Teizo

竹腰 重丸 TAKENOKOSHI Shigemaru

田辺 治太郎 （第 14 代田辺五兵衛）

 TANABE Jitaro　

玉井 操 TAMAI Misao

多和 健雄 TAWA Takeo

KYAW DIN （チョー・ディン）

丸山 義行 MARUYAMA Yoshiyuki

宮本 輝紀 MIYAMOTO Teruki

宮本 征勝 MIYAMOTO Masakatsu

村形 繁明 MURAKATA Shigeaki

森 孝慈 MORI Takaji

諸橋 晋六 MOROHASHI Shinroku

八重樫 茂生 YAEGASHI Shigeo 

山口 芳忠 YAMAGUCHI Yoshitada

山田 午郎 YAMADA Goro

横山 謙三 YOKOYAMA Kenzo

吉村 大志郎 YOSHIMURA Daishiro

渡辺 正 WATANABE Masashi

第 11 回オリンピック競技大会
（1936/ベルリン）日本代表チーム

坪井 玄道 TSUBOI Gendo

手島 志郎 TESHIMA Shiro

弁鳥田 正憲 TOKITA Masanori

永井 良和 NAGAI Yoshikazu

長沼 健 NAGANUMA Ken

奈良原 武士 NARAHARA Takeshi

新田 純興 NITTA Sumioki

二宮 洋一 NINOMIYA Hirokazu

二宮 寛　 NINOMIYA Hiroshi

野津 謙 NOZU Yuzuru

野村 六彦 NOMURA Mutsuhiko

平井 富三郎 HIRAI Tomisaburo

平木 隆三 HIRAKI Ryuzo

深尾 隆太郎 FUKAO Ryutaro

福島 玄一 FUKUSHIMA Genichi

藤田 静夫 FUJITA Shizuo

William HAIGH  （ウィリアム・ヘーグ）

Christopher W.MCDONALD 
　　　　　　 （クリストファー W.マクドナルド）

松丸 貞一　 MATSUMARU Teiichi

松本 育夫 MATSUMOTO Ikuo

 

1953 年 3 月 3 日、ブラジル生まれ。

1980 年代にブラジル代表の背番号 10 番を背負い、3 大会連続で FIFA ワールドカップに出場

した世界的プレーヤー。1991 年、38 歳の時に現役復帰し、住友金属（現鹿島アントラーズ）に

加入。卓越したプレーで J リーグ開幕当初の爆発的人気に貢献した。現役引退後も同クラブの

強化に努め、J リーグ最多優勝を誇るクラブの礎を築いた。2002 年、日本代表監督に就任。

2005 年には、アジア地区予選を突破し、チームを FIFA ワールドカップ（ドイツ）出場に導く。

国際 A マッチ通算 71 試合・38 勝は日本代表監督として共に歴代最多記録。

Zico（Arthur Antunes Coimbra）　

ジーコ

1936 年のベルリンオリンピックで、初参加ながら強豪スウェーデン代表に逆転勝利を果たし

た。鈴木重義監督のもと、当時、関東大学リーグで強さを誇った早稲田大学の選手を中心にチー

ムを編成。大会前に 2 バックから 3 バックへ大きくシステムを変更し、初戦のスウェーデン代

表に挑んだ。前半に 2 失点も、後半は運動量とパスワークで上回り同点に追いつくと、85 分、

松永行の逆転弾で勝利を収めた。この勝利は「ベルリンの奇跡」として今なお語り継がれている。

　監督 ： 鈴木重義

　コーチ ： 工藤孝一、竹腰重丸

　主務 ： 小野卓爾

　選手 ： 右近徳太郎、種田孝一、加茂健、加茂正五、川本泰三、金容植、佐野理平、笹野積次、 

  鈴木（髙島）保男、高橋豊二、竹内悌三、立原元夫、西邑昌一、不破整、堀江忠男、

  松永行
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